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一
般
に
ス
コ
リ
ア
や
ク
リ
ン
カ
ー
の
透
水
性
は
火
山
灰
よ
り
良
い
た

め
、
そ
こ
が
滑
り
面
に
は
な
り
に
く
い
し
、
そ
う
な
っ
て
い
る
崩
壊

面
も
見
当
た
ら
な
い
。
当
初
の
報
道
で
散
見
さ
れ
た
「
溶
岩
流
＝
不

透
水
層
説
」
は
誤
り
で
あ
る
。
固
結
度
の
低
い
Ｙ
1
・
0
火
山
灰
と

そ
の
上
位
の
レ
ス
は
島
全
体
の
地
表
を
ま
ん
べ
ん
な
く
覆
う
上
に
、

急
斜
面
は
崩
壊
域
以
外
の
場
所
に
も
広
く
存
在
す
る
。
よ
っ
て
、
崩

壊
域
が
元
町
東
方
に
集
中
し
た
の
は
、
そ
の
場
所
の
地
形
や
堆
積
物

の
特
殊
性
が
原
因
で
は
な
く
、
ひ
と
え
に
元
町
東
方
の
降
水
量
が
莫

大
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
雨
量
の
数
値
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
結
果
に
よ
っ
て
も
裏
づ
け
ら
れ
）
6
（
る
。

多
く
の
崩
壊
面
に
お
い
て
、
そ
の
端
の
崖
で
は
Ｙ
1
・
0
火
山
灰

が
層
を
な
し
て
正
常
堆
積
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と

は
、
裏
を
返
せ
ば
、
2
0
1
3
年
規
模
の
崩
壊
は
、
少
な
く
と
も
₁₈

世
紀
な
か
ば
以
降
、
こ
の
地
域
に
起
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味

す
る
。

４
．
元
町
付
近
を
襲
っ
た
歴
史
時
代
の
ラ
ハ
ー
ル
災
害

過
去
の
類
似
災
害
の
有
無
や
様
相
を
さ
ら
に
調
査
す
る
た
め
、
谷

沿
い
と
海
岸
に
お
い
て
テ
フ
ラ
と
レ
ス
の
互
層
中
に
挟
ま
れ
る
ラ
ハ

ー
ル
堆
積
物
を
調
べ
た
。
ラ
ハ
ー
ル
堆
積
物
は
、
水
流
が
つ
く
っ
た

斜
交
葉
理
な
ど
の
堆
積
構
造
を
も
つ
こ
と
、
シ
ル
ト
以
下
の
粒
子
や

礫
・
偽
礫
を
多
量
に
含
む
こ
と
、
下
位
層
を
削
り
こ
ん
で
レ
ン
ズ
状

に
分
布
す
る
な
ど
の
特
徴
に
よ
っ
て
判
別
で
き
る
。

2
0
1
3
年
ラ
ハ
ー
ル
の
最
大
被
災
地
と
な
っ
た
神か
ん

達だ
ち

地
区
に
は
、

Ｙ
0
・
8
火
山
灰
と
地
表
の
間
に
火
山
岩
礫
を
含
む
厚
さ
1
〜
2
ｍ

の
泥
質
ラ
ハ
ー
ル
と
お
ぼ
し
き
地
層
（
ラ
ハ
ー
ル
Ａ
）
が
分
布
す
る

（
写
真
2
、
図
1
の
地
点
2
）。
し
か
し
、
こ
の
層
は
葉
理
な
ど
の
堆

積
構
造
に
乏
し
い
う
え
、
同
地
区
の
上
流
・
下
流
地
域
の
同
層
準
に

は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
ラ
ハ
ー
ル
の
判
定
は
確
定
的
な
も
の
で
は
な

い
。
ラ
ハ
ー
ル
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
洪
水
流
に
よ
っ
て
近
く
の
川

か
ら
礫
や
泥
が
局
所
的
に
あ
ふ
れ
た
程
度
の
も
の
だ
ろ
う
。
Ｙ
0
・

8
（
₁₉
世
紀
前
半
）
を
覆
う
こ
と
か
ら
、
被
害
記
録
の
残
る
1
8
5

6
年
ま
た
は
1
9
3
2
年
の
暴
風
）
7
（
雨
に
対
比
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

写真 2　神達地区の地質断面
露頭上のスケールの長さは₂₅㎝．
（図 ₁の地点 ₂ ）



【winCS3】地理 ５月号／た

39 May　2014　地 理　59–5

な
お
、
1
9
5
8
年
狩
野
川
台
風
も
元
町
周
辺
に
「
山
津
波
」
と
呼

ば
れ
る
土
砂
災
害
を
起
こ
し
た
が
、
土
砂
の
氾
濫
域
は
主
と
し
て
大お
お

金が
ね

沢
・
長
沢
の
下
流
で
あ
り
、
神
達
地
区
は
含
ま
れ
て
い
な
）
8
（
い
。

神
達
地
区
の
北
に
隣
接
す
る
大
金
沢
で
は
、
Ｙ
2
・
0
と
Ｙ
4
・

0
の
間
の
層
位
に
泥
質
偽
礫
を
多
数
含
む
厚
さ
数
十
㎝
の
ラ
ハ
ー
ル

Ｂ
が
挟
ま
れ
る
（
写
真
3
、
地
点
3
）。
ラ
ハ
ー
ル
Ｂ
は
、
そ
の
層

位
か
ら
考
え
て
、
下
流
の
湯
の
浜
海
岸
付
近
に
あ
っ
た
下し
も

高た
か

洞ぶ
ら

集
落

を
₁₆
世
紀
末
に
埋
没
さ
せ
、
現
在
の
元
町
台
地
へ
の
集
落
移
転
の
き

っ
か
け
を
作
っ
た
「
び
ゃ
く
」
の
伝
）
9
）（
7
（

承
に
対
比
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。大

金
沢
（
地
点
3
）
と
湯
の
浜
海
岸
（
地
点
4
）
に
は
、
元
町
溶

岩
の
直
上
に
、
Ｙ
5
・
2
ス
コ
リ
ア
丘
起
源
と
み
ら
れ
る
赤
色
ス
コ

リ
ア
を
多
数
含
む
厚
さ
1
〜
2
ｍ
の
ラ
ハ
ー
ル
Ｃ
が
分
布
す
る
。
ラ

ハ
ー
ル
Ｃ
は
単
一
層
で
は
な
く
、
複
数
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
₁₄
世
紀
初
頭
の
Ｙ
5
・
2
ス
コ
リ
ア
丘
の
形
成
に
よ
っ
て

カ
ル
デ
ラ
西
側
斜
面
の
植
生
が
破
壊
さ
れ
た
た
め
に
、
大
雨
の
た
び

に
ラ
ハ
ー
ル
が
発
生
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ

う
し
た
地
点
に
お
い
て
も
Ｙ
4
・
0
火
山
灰
は
正
常
堆
積
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
Ｙ
4
・
0
が
堆
積
し
た
₁₅
世
紀
な
か
ば
ま
で
に
植
生
が

回
復
し
、
土
地
が
ふ
た
た
び
安
定
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
よ
り
、
元
町
周
辺
で
起
き
た
流
下
物
に
よ
る
地
質
災
害
を
古

い
順
に
た
ど
る
と
、
①
₁₄
世
紀
初
頭
の
元
町
溶
岩
、
②
そ
の
直
後
に

起
き
た
ラ
ハ
ー
ル
Ｃ
、
③
₁₆
世
紀
末
の
「
び
ゃ
く
」
に
相
当
す
る
か

も
し
れ
な
い
ラ
ハ
ー
ル
Ｂ
、
④
1
8
5
6
年
ま
た
は
1
9
3
2
年
に

神
達
地
区
を
襲
っ
た
ラ
ハ
ー
ル
Ａ
（
未
確
定
）、
⑤
1
9
5
8
年
狩

野
川
台
風
に
と
も
な
う
ラ
ハ
ー
ル
、
⑥
1
9
8
6
年
噴
火
の
Ｌ
Ｃ
Ⅰ

溶
岩
流
、
⑦
2
0
1
3
年
₁₀
月
₁₆
日
の
ラ
ハ
ー
ル
、
の
計
7
回
と
な

る
。
ラ
ハ
ー
ル
に
限
れ
ば
、
①
と
⑥
を
除
く
5
回
で
あ
る
。

５
．
土
砂
災
害
の
リ
ス
ク
認
知
は
な
ぜ
低
か
っ
た
の
か
？

（
1
）
地
元
町
史
の
問
題

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
元
町
周
辺
を
襲
っ
た
ラ
ハ
ー
ル
災
害
は

写真 3　大金沢の地質断面
（図 ₁の地点 ₃ ）
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2
0
1
3
年
₁₀
月
の
も
の
も
含
め
て
₁₄
世
紀
初
頭
以
来
5
回
に
及
び
、

そ
の
中
に
は
集
落
移
転
に
か
ら
む
も
の
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
2
0

1
3
年
₁₀
月
ま
で
の
伊
豆
大
島
の
住
民
の
土
砂
災
害
に
対
す
る
リ
ス

ク
認
知
が
低
か
っ
た
こ
と
は
、
災
害
当
日
の
町
役
場
の
対
応
や
住
民

の
談
話
な
ど
か
ら
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
当
否
や
詳
細
に

つ
い
て
は
今
後
の
調
査
の
進
展
を
待
ち
た
い
が
、
こ
こ
で
は
地
元
町

史
の
問
題
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

東
京
都
の
大
島
町
史
は
、
1
9
9
8
年
か
ら
2
0
0
1
年
に
か
け

て
刊
行
さ
れ
た
考
古
編
、
民
俗
編
、
通
史
編
、
自
然
編
、
資
料
編

（
大
島
歴
史
年
表
を
含
む
）
の
全
5
編
か
ら
な
る
。
通
史
編
の
第
1

編
第
3
章
「
中
世
」
に
、
₁₆
世
紀
末
の
集
落
移
転
伝
承
に
つ
い
て
の

短
い
記
述
、
同
じ
通
史
編
の
第
3
編
第
4
章
「
災
害
」
に
は
、
1
9

3
2
年
と
1
9
5
8
年
の
暴
風
雨
被
害
に
関
す
る
短
い
記
述
が
あ
る
。

同
様
の
記
述
は
年
表
に
も
含
ま
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
通
史
編
の
基
礎
資
料
で
あ
る
は
ず
の
自
然
編
や
資
料

編
に
は
土
砂
災
害
の
関
係
資
料
が
見
当
た
ら
な
い
。
自
然
編
の
第
2

章
「
噴
火
と
地
震
の
記
録
」、
第
3
章
「
気
候
」
の
第
1
節
8
項

「
台
風
」
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
土
砂
災
害
の
記
述
は
な
い
。
資
料

編
の
第
4
章
「
行
政
」
の
第
7
節
「
防
災
・
噴
火
・
火
災
」
に
は
、

1
9
6
5
年
元
町
大
火
と
1
9
8
6
年
噴
火
の
短
い
資
料
が
あ
る
の

み
で
、
1
9
5
8
年
山
津
波
の
記
）
8
（
録
は
ど
こ
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。

₁₆
世
紀
末
の
集
落
移
転
伝
承
に
関
し
て
は
、『
伊
豆
大
島
志
）
7
（
考
』

の
方
が
具
体
的
で
詳
し
い
が
、「
聚
落
・
遺
物
・
伝
承
・
文
化
」
の

章
中
に
記
述
が
散
ら
ば
り
、
1
8
5
6
年
と
1
9
3
2
年
の
暴
風
雨

に
関
し
て
は
巻
末
の
年
表
に
簡
単
な
記
述
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
な

お
、
先
に
述
べ
た
大
島
町
史
通
史
編
の
土
砂
災
害
関
係
の
記
述
は
、

『
伊
豆
大
島
志
考
』
の
記
述
を
要
約
し
、
1
9
5
8
年
の
山
津
波
を

追
記
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
大
島
町
史
は
土
砂
災
害
の
歴
史
記
録
を
拾
っ
て
は
い
た

が
、
そ
れ
ら
の
内
容
は
不
十
分
で
あ
り
、
明
示
的
な
も
の
で
も
な
か

っ
た
。
せ
め
て
、
大
島
町
史
の
資
料
編
に
文
）
8
（
献
と
『
伊
豆
大
島
志

考
』
の
山
津
波
の
記
述
が
再
録
さ
れ
、
自
然
編
か
通
史
編
の
ど
ち
ら

か
に
「
土
砂
災
害
史
」
の
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
れ
ば
、
島
民
の
リ

ス
ク
認
知
が
少
し
は
高
ま
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
自
治
体
史
は
、

郷
土
教
育
の
基
礎
資
料
と
し
て
参
照
さ
れ
る
機
会
の
多
い
も
の
な
の

で
残
念
で
あ
る
。
こ
れ
を
教
訓
と
し
、
今
後
国
内
す
べ
て
の
自
治
体

史
は
、
そ
の
一
部
と
し
て
多
面
的
か
つ
詳
細
な
災
害
史
を
含
む
よ
う

に
編
纂
し
て
ほ
し
い
。

（
2
）
火
山
研
究
者
側
の
問
題

一
方
で
、
筆
者
を
含
む
火
山
学
者
に
も
盲
点
が
あ
っ
た
。
火
山
学

者
は
、
正
確
か
つ
詳
細
な
噴
火
史
の
復
元
を
研
究
の
最
優
先
目
的
と
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し
て
取
り
組
む
た
め
、
噴
火
堆
積
物
の
保
存
状
態
の
良
い
平
坦
な
場

所
を
集
中
的
に
踏
査
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
降
下
テ
フ
ラ
は
ほ
ぼ

遺
漏
な
く
調
査
で
き
る
が
、
谷
底
を
流
れ
る
溶
岩
流
や
ラ
ハ
ー
ル
を

見
落
と
し
が
ち
に
な
る
。
さ
ら
に
、
ラ
ハ
ー
ル
に
は
降
雨
に
よ
る
二

次
的
な
も
の
が
多
い
の
で
、
噴
火
史
研
究
者
の
関
心
の
対
象
か
ら
外

れ
る
こ
と
が
多
く
、
ラ
ハ
ー
ル
の
発
生
史
を
含
む
形
で
噴
火
史
が
研

究
さ
れ
た
例
は
稀
で
あ
る
。
伊
豆
大
島
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
ラ

ハ
ー
ル
よ
り
も
噴
火
の
発
生
頻
度
が
高
い
の
で
、
噴
火
史
研
究
が
優

先
的
に
行
わ
れ
て
き
た
事
情
も
あ
る
。

分
布
が
谷
底
に
と
ど
ま
ら
な
い
大
規
模
な
ラ
ハ
ー
ル
と
し
て
は
、

カ
ル
デ
ラ
形
成
期
（
6
世
紀
）
に
生
じ
た
Ｓ
2
・
0
岩
屑
な
だ
れ
に

と
も
な
う
ラ
ハ
ー
ル
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
局
所
的
な
ラ
ハ
ー
ル
Ａ

〜
Ｃ
は
見
落
と
さ
れ
て
い
た
。
伊
豆
大
島
を
広
く
覆
う
テ
フ
ラ
・
レ

ス
断
面
中
に
は
、
2
層
準
の
浸
食
不
整
合
面
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い

る
。
Ｓ
1
・
0
と
Ｎ
4
・
8
の
間
（
7
世
紀
初
頭
）、
な
ら
び
に
Ｎ

1
・
0
と
Ｙ
6
・
0
の
間
（
₁₁
世
紀
後
半
〜
₁₂
世
紀
前
半
）
に
あ
る

不
整
合
面
で
あ
る
。
こ
の
2
つ
の
時
期
の
伊
豆
大
島
に
大
き
な
浸
食

事
件
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
ラ
ハ
ー

ル
が
確
認
さ
れ
た
の
は
島
の
南
東
部
の
1
地
点
の
み
で
あ
）
3
（
る
。
今
後

は
谷
筋
や
集
落
ご
と
に
、
こ
う
し
た
小
・
中
規
模
の
ラ
ハ
ー
ル
の
分

布
や
履
歴
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

﹇
引
用
文
献
﹈

（
1
）
気
象
庁
（
2
0
1
3
）
台
風
第
₂₆
号
に
よ
る
暴
風
・
大
雨
、
₁₀
月
₁₈
日
報
道
発
表

資
料
。

（
2
）
大
島
町
（
2
0
1
3
）
広
報
お
お
し
ま
、
4
号
、
1
頁
。

（
3
）
小
山
真
人
・
早
川
由
紀
夫
（
1
9
9
6
）
伊
豆
大
島
火
山
カ
ル
デ
ラ
形
成
以
降
の

噴
火
史
、
地
学
雑
誌
、
1
0
5
│
2
号
、
1
3
3
│
1
6
2
頁
。

（
4
）
国
土
地
理
院
（
2
0
1
3
）
平
成
₂₅
年
（
2
0
1
3
年
）
台
風
第
₂₆
号
及
び
第
₂₇

号
に
よ
る
大
雨
に
関
す
る
情
報
。

　http://w
w
w
.gsi.go.jp/BO

U
SA
I/h25︲taihu26︲index.htm

l

（
5
）
川
辺
禎
久
（
1
9
9
8
）
伊
豆
大
島
火
山
地
質
図
、
2
・
5
万
分
の
1
、
地
質
調

査
所
。

（
6
）
気
象
研
究
所
（
2
0
1
3
）
平
成
₂₅
年
台
風
第
₂₆
号
に
と
も
な
う
伊
豆
大
島
の
大

雨
の
発
生
要
因
、
₁₂
月
2
日
報
道
発
表
資
料
。

（
7
）
立
木
猛
治
（
1
9
6
1
）
伊
豆
大
島
志
考
、
伊
豆
大
島
志
考
刊
行
会
、
8
0
5
頁
。

（
8
）
気
象
庁
（
1
9
6
4
）
狩
野
川
台
風
調
査
報
告
、
気
象
庁
技
術
報
告
、
₃₇
号
、
1

│
1
5
7
頁
。

（
9
）
井
上
公
夫
（
2
0
1
4
）
伊
豆
大
島
・
元
町
の
土
砂
災
害
史
、
地
理
、
₅₉
│
2
号
、

₁₀
│
₁₉
頁
。

こ
や
ま 

ま
さ
と
・
静
岡
大
学
防
災
総
合
セ
ン
タ
ー
・
教
授
　
1
9
5
9
年
静
岡
県
生
ま

れ
。
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
修
了
（
地
質
学
）、
理
学
博
士
。
専
門
は
火
山
学
、

歴
史
地
震
、
地
震
・
火
山
防
災
。
富
士
山
火
山
防
災
対
策
協
議
会
委
員
、
火
山
噴
火
予

知
連
絡
会
伊
豆
部
会
委
員
な
ど
を
務
め
る
。
主
要
な
著
書
と
し
て
『
富
士
山
噴
火
と
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』（
古
今
書
院
）、『
伊
豆
の
大
地
の
物
語
』（
静
岡
新
聞
社
）、『
富
士
山

│
大
自
然
へ
の
道
案
内
』（
岩
波
新
書
）。

す
ず
き 

ゆ
う
す
け
・
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
・
専
任
研
究
員
　
1
9
7
7

年
静
岡
県
生
ま
れ
。
静
岡
大
学
理
学
部
地
球
科
学
科
卒
業
。
技
術
士
（
応
用
理
学
部

門
：
地
質
）。
ア
ジ
ア
航
測
（
株
）、
砂
防
・
地
す
べ
り
技
術
セ
ン
タ
ー
（
財
）
技
師
を

経
て
現
職
。


